
学校番号 ３００７ 

平成２年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 文章表現 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材 基礎からの国語表現の実践(京都書房) 

 

１．担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・社会人になるにふさわしい言葉の知識と文章を書く力を身に付けることを心がけてください。 

・敬語表現ついて正しい知識を持ち、場面・状況にふさわしい敬語を自在に使って話せるようになって

ください。 

・レポート文、手紙文、感想文、意見文など様々な文章を書けるようになってください。 

・自分について、他者に知ってもらうための文章を書き、他者の前で発表できるようになってください。 

 

２．学習の到達目標 

・豊富な語彙力と表現力、わかりやすい文書を書く力を身に付ける。 

・直面する状況や人間関係に適応した敬語を用いて話すことができ、互いを尊重し、相互理解を深め、

正しく意思を伝えあうことができる。 

・目的に応じた文章を書き分けられる。 

・自己認識を明確にし、他者にわかりやすく、自分について書き、話すことができる。 

 

３．学習評価（評価規準と評価方法） 

観点 a. 関心・意欲・態度 b. 話す・聞く能力 c. 書く能力 d.読む能力 ｅ. 知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

総合的な国語の

力(語彙力・表現

力)の向上を図る

とともに、国語で

表現する力・伝え

合う力を進んで

高めようとして

いる。 

文章を書く目的につ

いて深く考え、自分

の感想・意見などが

伝わりやすい文章を

書くために、他者の

意見を取り入れなが

ら、自分の考えを深

めている。 

目的や意図に応

じた適切な文体

や表現を選択し、

自分の意見を文

章にまとめられ

る。 

 

自分の意見をま

とめた文を目的

や相手に応じて

読み上げるられ

る。 

 

言葉の決まりや役割

などについての理解

を深め、知識を身に

付けている。自分の

意見に説得力を待た

せるための歴史や社

会の知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

 

 

行動の観察(発表の

内容・態度の評価) 

記述の確認と分析

(プリント教材・記述

原稿) 

 行動の観察 

記述の確認 (プリン

ト・問題集) 

記述の点検(プリ

ント・問題集) 

 

 作文の発表・批評 

敬語シミュレーショ

ン 

 定期テスト 

小テスト 

上に示す観点に基いて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評価にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４．学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
 主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a. b. c. d. ｅ. 

１
学
期 

国 

語 

表 

現 

の 

実 

践 

・ 

第 

一 

部  

文 

章 

の 

基 

礎 

 

 

 

第 

二 

部 

文 

章 

表 

現 

の 

実 

践 

・ 

構 

成 

１仮名遣い 

２送り仮名 

３文字の使い分け 

４句読点・表記記号

の使い方 

５同音異義語 

６層訓異義語 

７類義語 

８慣用的な表現 

 ５～８についての 

補助プリント 

10 文の乱れに注意す

る  

11 明快な表現 

12 文を短くする 

13 文体を統一する 

14 事実を客観的に書

く 15 比喩の使い方 

16 推敲する 

 

17 段落を分けて書

く 18 論旨をまとめと

める 19 詳しく書く 

20 材料をそろえる 

21 構想表を作る 

 

９正しい敬語表現 

補助プリント 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 ◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

◎ 

ａ: 左記の１～４について正し

い知識を得、文章を書く基本

を学ぼうとしている。左記の

５～８の知識を身に付けよう

としている。 

ｅ: 左記の１～４の基礎知識を

確実なものにできた。左記の

５～８の知識を身につけ、意

味がわかって使いこなせる言

葉の量を増やせた。 

 

a: 左記の 10～16 について演習

を重ね、わかりやすい文章を

書く方法を身に付けようとし

ている。 

e: 左記の 10～16 の基礎知識を

確実なものにできた。 

 

 

a: 左記の 17～21 について演習

を重ね、文章を書く手順を身

に付けようとしている。 

e: 左記の 17～21 の基礎知識を

確実なものにできた。 

 

a: 状況や人間関係に適応した

敬語の知識を身につけようと

している。 

c: 想定した状況の中で、身に付

けた敬語を駆使して会話でき

る。 

ｅ: 対話シミュレーションの結

果、敬語が身についた。 

授業態度 

問題集提出 

補助プリン

ト提出 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対話シミュ

レーション

の態度。 

会話上の敬

語使用の正

誤 



２
学
期 

第 

二

部 

文 

章 

表 

現 

の 

実

践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23 意見・感想文を書

く 24 議論文を書く 

25 手紙文を書く 

26 課題作文を書く 

27 感想文を書く 

 

 

 

 

 

 

 

「自分史」「将来の

夢」など、自分につ

いて振り返り、将来

を考える文章を原稿

用紙 20 枚程度にま

とめて作文する。 

 

◎ ◎ ◎ ◎  a: 左記の 23～27 を参考にし

て、様々な文章を書こうとし

ている。 

b: 課題文を書くために考えを

深め、他者の意見も取り入れ

ている。 

c: 自分の考えを深め、それを作

文することができる。 

ｄ:他者の文章を集中して読み、

理解し、真摯に批評すること

ができる。 

 

a: 問題集を用いて学習した「文

章の基礎」知識や「文章の実

践」の方法を駆使して、「自分

史」を書こうとしている。 

b: 問題集を用いて学習した「文

章の基礎」知識や「文章の実

践」の方法を駆使して、集中

して「自分史」を 書くことに

取り組んでいる。 

授業態度 

課題文提出 

発表態度と

聞く態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分史」の

執筆態度 

３
学
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分史」「将来の

夢」など、自分につ

いて振り返り、将来

を考える文章を原稿

用紙 20 枚程度にま

とめた作文を校正、

完成し、製本する。 

他者の作品を読み感

想を語り合う。 

 

◎ ◎   ◎ a: 書き上げた作文を校正し、よ

りよいものにしようとしてい

る。 

b: 書き上げた作文をじっくり

と校正してよりよいものに仕

上げ、美しく製本できた。 

e: 他者の作品を読み、的確な感

想を語ることができる。 

 

授業態度 

執筆態度 

「自分史」の

完成度 

発表態度と

聞く態度 

 


